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　ベカメックス東急バス社は、旧市
街トゥーヤモット市内からのシャト
ルバス路線、新都市内の循環路線の
ほか、将来的にはホーチミン市への
アクセス強化を考えている。鉄道に
は財政問題もあることから、現実的
かつ即応性の高い施策といえる。
　都市部への人口集中に伴う交通渋
滞、環境悪化、交通事故は、ベトナ
ムに限らずどの新興国においても深
刻な問題となりつつある。
　ベガメックス東急バスの提案は、こ
れら問題に対する切り札となるもの
だ。同社ではすでにビンズオン省庁
との契約で3,000人の公務員に対し定
期券を発行することを決めている。
これはバス利用への切り替えを促進
する施策であるが、ベトナムという
社会主義国家においては前代未聞の大
改革である。これを機に交通費の給付
やプリペイドカードが、ベトナム社会
に根付く可能性すら見えてくる。
　もちろん課題がないわけではな
い。運行するバスが韓国から輸入と
なったこと、70％という高い関税が
かかることなど。
　私はベトナム政府から支援を引き
出すことで日本メーカーとの協業に
よる現地生産への道を開きたいとい

　日本は何故、左通行なのか――。
のっけから妙な問いかけであるが、
もう一度皆さんに考えて欲しい。自
動車の左通行を採用している国は、
旧イギリス領およびイギリス連邦加
盟国のほか日本、タイ、インドネシ
アなど少数。ベトナムを含むインド
シナ３国、中国、ミャンマーと右通
行の国が圧倒的に多いのだ。
　アジアのボーダレス化が進むなか
で国境をトラックで越えるクロスオー
バー・ロジスティクスの必要性が盛ん
に叫ばれているが、ここでも右ハンド
ルと左ハンドルの違いがネックとなっ
ていることは周知の通りである。
　もちろん日本およびアジア諸国には
それぞれ歴史と事情がある。しかし、
そうしたものを乗り越え、新たな共通
の枠組みを作るべき時が来ている。
　かつて私は「交通システムのグ
ローバル化とサマータイム制の導入
こそが日本大改革の柱であり、もし
これが実現すれば日本にもう一度、
日が昇るであろう」と訴えたことが
あり、その想いは今も変わらない。

　これは何も交通に限ったことで
はない。５K(教育、健康、環境、交
通、雇用)のいずれの分野でも、共通
のルール「アジアンスタンダード」
を作る必要があると考えている。
アジアは若く、人口急増地帯でもあ
り、マーケットとしても可能性は大
きい。日本はそのなかで大きな役割
を果たすことができるはずである。

　さて、その５Kのひとつ交通分野
で、新たなアジアンスタンダード発
信の動きが始まっている。
　前述の移転セレモニーでは、レ・
タン・クン委員長(知事)から日系企業
８社を含む24社に現地法人設立の認
可が授与されたが、ひときわ注目を
集めたのが東急電鉄の現地合弁会社
「ベカメックス東急」の100％出資子
会社「ベカメックス東急バス」への
投資許可であった。
　ビンズン新都市においては、今後
の公共輸送機関としてどういったも
のが最適であるかが問題となってい
るが、それに対する東急からの回答
が同事業である。
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う夢があるが、裾野産業不足や技術
レベルの問題で、これも一筋縄では
いきそうにない。
　しかし社会の変革期(チェンジ)にお
いて機会(チャンス)を捉え、挑戦(チャ
レンジ)する気概を持つことが、日本
の自動車業界には求められよう。
　ベトナムも同様だ。ハイクォリ
ティのバスを、日本国の技術協力や
資金援助を受けてメイドイン・ベト
ナムで生産できるようにすれば、国
産自動車の育成と環境対策という２
つの命題を一挙に解決するチャンス
ではなかろうか。

　さて21日はファン・ヴー・ルアン
教育訓練大臣、グエン・スアン・ニャ
国家大学ハノイ校(ＶＮＵハノイ)学長
そしてベトナム側で最も力を入れてく
れたトゥ・フィ・ルア越日議連会長ら
要人と相次いで会談を行い､「日越大

学構想」について意見の
交換、摺り合わせを行っ
た。私からの提案は、日
越大学のＦＳ(フィージビ
リティスタディ)実施に向
けたベトナム政府からの
要請をいそいで欲しいと
いう点。
　ここではとくにダム副
首相との会談の様子を詳
述したい。
　ダム副首相は、1963年
生まれの51歳と若く2011
年８月に政府官房長官(大
臣級)に就任。昨年11月の
国会で副首相に任命され
た人物。次の首相候補と
も目されているベトナムの
ニュー・スターである。
　もう少し詳しく紹介
したい。風貌は元首相の
ファン・ヴァン・カイさ
んの若い時に似ており、
学校の教師のようにも、
優秀な高級官僚にも見え
る。オシャレでセンスの
ある方である。

　今までのベトナムの指導者にはい
なかったタイプだ。あくまで私の印
象であるが、日本でいうところの下
村博文さん(文部科学省大臣)、菅義
偉さん(官房長官)と重なる。変なハッ
タリもなく、冗談も言わない代わり
に、高潔で肝が座った信頼できる人
だと思った。

　ダム副首相「今日は武部(日越友好
議連)特別顧問とお会いできて大変嬉
しい。特別顧問は歴代のベトナム指
導者と大変親しい関係を築いておら
れると承知している。
　日越大学については2016年に大学
院大学の設置を目指すとのこと。３
年間はあっという間であり、成果を
生み出せるよう注力したい。具体的
課題については、すでに関係機関に
具体的担当を設置するよう指示をし
たので、日本側にも同様の担当を決
めて欲しい。
　ズン首相からも首相府および関係

機関に対してしかるべくフォローす
るようにと指示が出ているので安心
して欲しい。
　個人的にも関心があり、何か問題
があれば直接、私と協議していただ
いて構わない。武部特別顧問と一緒
に力を合わせて、日越大学構想を推
進していきたい」
　「日越関係は『同盟』と呼べるかど
うかはわからないが、両国には明るく
長い道が開けていると確信している。
　武部特別顧問は、ベトナムの大な
る友人であり、自分にとって『おじ
さん』(Bac)である。これから何度も
お会いしたい」

　ベトナムにおいて「おじさん」と
いう呼称は最高指導者ホーチミンの
ことを尊敬と親愛の気持ちを込めて
「ホーおじさん」と呼ぶように、特
別な意味を持つ。正直驚いたが心か
ら嬉しく思った。
　私も「あなたのことを息子のよう
に感じている。私もベトナムのこと
をこよなく愛しているからである。
ベトナムは誇り高い国であり、愛す
べき国であり、世界の平和と安定の
維持に大きく寄与する国になるだろ
う。あなたのような次のリーダーに
両国の将来を託したい」と返した。
　彼はヴィー・ヴァン・キエット元
首相の秘書であったことで有名だが、
１年間カイ元首相の秘書も務めてい
る。かつてカイさんに「指導者の
条件とは何でしょうか」と尋ねたと
ころ「いろいろとあるが、そのひと
つは『徳』だ」と言われたことがあ
る。彼は夜の２時以前に寝たことが
ないという。それほど熱心に仕事を
される方だった。こうした建国の理想
に燃え命をかけた指導者の生き様を見
てきているわけだから、ダム副首相も
魂のしっかりされた方であろう。
　これからベトナムは、いわゆる普
通の国としての大改革を成し遂げね
ばならない。汚職撲滅もそうだ。そ
のためには経済を活性化しなければ
ならないが、国営企業の問題、社会
主義的な市場経済からの脱皮と難問
は山積している。ダム副首相のよう
な方なら、その国難を乗り越えるこ
とができると信じている。
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